




<目的>

 神経原性筋萎縮課程における形態学的変化に対応する筋構造蛋白の変化を究

明する目的で坐骨神経切断ラットを用いて SDS 電気泳動法により分析検討した。

同時に 2～3のヒトの神経原性筋萎縮症の成績を得たので報告する。


